
分野別の個別目標及び県の取組 Ⅳ
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●…都道府県がん診療連携拠点病院（1施設）
●…地域がん診療連携拠点病院（6施設）
●…地域がん診療病院（1施設）
●…栃木県がん診療連携拠点指定病院（1施設）
●…栃木県がん治療中核病院（9施設）

足利赤十字病院9

芳賀赤十字病院8

那須赤十字病院7

佐野厚生総合病院5

獨協医科大学病院4

上都賀総合病院6

自治医科大学附属病院3

栃木県立がんセンター1

栃木県済生会宇都宮病院2

獨協医科大学日光医療センター18

菅間記念病院17

小金井中央病院14

新小山市民病院13

国際医療福祉大学塩谷病院15

とちぎメディカルセンターしもつが12

国立病院機構宇都宮病院11

国立病院機構栃木医療センター10

国際医療福祉大学病院16

県西県西 県北県北

両毛両毛

県南県南

県東県東

宇都宮宇都宮

２　がん医療の充実
県内における現状等
　ア　がん診療提供体制の充実
・　県内全ての二次保健医療圏に、専門的ながん医療の提供等を行う医療機関として厚
生労働大臣が指定する「がん診療連携拠点病院」及び「地域がん診療病院」（以下「国
指定拠点病院」といいます。）並びにこれらに準ずる医療機関として知事が指定する
「栃木県がん診療連携拠点指定病院」（以下「拠点病院等」といいます。）が、合計９
施設（平成30（2018）年２月１日現在）整備されています。
・　県内では、拠点病院等のほか、拠点病院等と連携してがんの専門診療等を行う医療
機関として知事が指定する「栃木県がん治療中核病院」（以下「中核病院」といいます。）
が、合計９施設（平成30（2018）年２月１日現在）整備されています。

・　県内全ての拠点病院等において、集学的治療や標準的治療の提供、がん相談支援セ
ンターや緩和ケアチームの整備、外来化学療法室の設置等が進み、県内におけるがん
医療の均てん化６は進展しています。
・　平成18（2006）年から平成20（2008）年までに県内で診断された全がんの５年
相対生存率は、約６割を超えています。

県内におけるがん診療提供体制（専門診療）

６	 県内どこに居住していても等しく質の高い標準的ながん医療を受けることができることをいいます。
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分野別の個別目標及び県の取組Ⅳ

・		 平成26（2014）年度に全国で行われた「患者体験調査」（以下「H26患者体験調査」
といいます。）では、納得のいく治療方法の選択、切れ目のない医療等について、県
内のがん患者からおおむね高い評価を得ています。

H26患者体験調査の結果（抜粋）

項　目 割　合

納得のいく治療を選択することができたと思う 87.2%（84.5%）

病院の診療方針が診療所や訪問看護ステーションに円滑に引き継がれ
たと思う 81.2%（72.7%）

現在自分らしい日常生活を送れていると感じる 76.3%（77.7%）

自分が思うような日常生活を送るために必要な情報を得られていると
思う 76.7%（71.5%）

がん相談支援センターを利用して役に立ったと思う 91.2%（81.4%）
※　かっこ書は、全国値

出典：「H26患者体験調査」

・　全国では、国指定拠点病院の間における取組の格差等が指摘されており、現在、国
において、がん医療の質の向上の観点から、国指定拠点病院の指定要件の見直しにつ
いて検討が進められています。
・　栃木県がん診療連携協議会では、平成25（2013）年から、県内の拠点病院等及び
中核病院における診療体制の評価に関する取組等を実施しています。
・　県内のがん患者（平成27（2015）年度）の約９割が、拠点病院等と中核病院で受
診している状況にあります。
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32.6 31.9
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20.0
全がん

（%）

胃がん 大腸がん 肝がん 肺がん 乳がん 子宮がん
全国栃木県

　　　※１　「乳がん」・「子宮がん」は、女性の数値
　　　※２　「全国値」は、がん登録の精度が一定の基準を満たす都道府県の罹患情報に基づく推計値

出典：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」

がんの５年相対生存率（上皮内がんを除く、男女計）
（H18（2006）年－H20（2008）年診断）
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分野別の個別目標及び県の取組 Ⅳ

76.9% 13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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4.7%

中核病院拠点病院等 県外医療機関その他県内医療機関

・　県内におけるがん患者の受療動向（平成25（2013）年度）を二次保健医療圏別に
見ると、居住する二次保健医療圏以外で受診しているがん患者の割合は、入院が
19.3%－47.0%、外来が14.6%－42.2%と、圏域によって差がある状況にあります。

県内におけるがん患者の入院に関する受療動向（H25（2013）年度、全がん、全年齢）
入院患者住所

（総レセプト件数）
入院医療機関住所

県北 県西 宇都宮 県東 県南 両毛 他県
県北保健医療圏
（11,852件） 71.8% 1.5% 17.9% 0.1% 5.9% 2.8%

県西保健医療圏
（7,035件） 0.5% 55.2% 19.1% 23.8% 1.4%

宇都宮保健医療圏
（14,149件） 0.6% 0.4% 80.4% 0.3% 16.8% 1.5%

県東保健医療圏
（3,987件） 1.6% 17.0% 53.0% 25.5% 2.9%

県南保健医療圏
（11,617件） 0.2% 0.4% 6.6% 0.4% 80.7% 2.7% 9.0%

両毛保健医療圏
（7,980件） 1.7% 8.9% 78.7% 10.7%

出典：厚生労働省提供「二次医療圏別受療動向分析ツール」分析結果

出典：栃木県保健福祉部健康増進課調べ

地域がん登録届出医療機関別の割合（H27（2015）年度）
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分野別の個別目標及び県の取組Ⅳ

県内におけるがん患者の外来に関する受療動向（H25（2013）年度、全がん、全年齢）
外来患者住所

（総レセプト件数）
外来医療機関住所

県北 県西 宇都宮 県東 県南 両毛 他県
県北保健医療圏
（78,693件） 74.2% 0.8% 17.5% 0.1% 5.2% 0.0% 2.2%

県西保健医療圏
（42,829件） 0.2% 57.8% 19.1% 0.0% 21.5% 1.4%

宇都宮保健医療圏
（90,513件） 0.4% 0.4% 82.7% 0.2% 15.0% 1.3%

県東保健医療圏
（28,724件） 1.4% 0.1% 14.1% 61.7% 19.9% 0.0% 2.8%

県南保健医療圏
（94,391件） 0.1% 0.2% 5.6% 0.4% 85.4% 1.8% 6.5%

両毛保健医療圏
（60,692件） 0.0% 1.4% 6.2% 83.8% 8.6%

出典：厚生労働省提供「二次医療圏別受療動向分析ツール」分析結果

・　今後、国において、がんゲノム医療７、高度な放射線治療、小児がんや希少がんの
診療等に関する一定の集約化について検討が進められる予定です。

　イ　その他
・　近年、個人のゲノム情報に基づき、個人に最適化されたがんゲノム医療への期待が
高まっており、現在、国において、がんゲノム医療提供体制の整備やがんゲノム医療
に必要な人材の育成について検討が進められています。
・　免疫療法８は、有力な治療選択肢の一つとなってきている一方で、十分な科学的根
拠を有しない治療法の存在、従来の薬物療法とは異なる副作用等も指摘されており、
今後、国において、免疫療法に関する適切な情報提供、関係団体等が定める指針に基
づく適切な推進等について検討が進められる予定です。
・　機能回復や機能維持のみならず、社会復帰等の観点から、がん患者のリハビリテー
ションの重要性が指摘されており、今後、国において、リハビリテーションを含めた
医療提供体制の在り方について検討が進められる予定です。
・　がん治療の副作用に悩む患者が増加している中、支持療法９に関する標準的治療が
確立されていないため、今後、国において、患者の視点に立った支持療法の実践につ
いて検討が進められる予定です。

７	 個人の遺伝子情報等を基に、それぞれの体質や病状に適した医療を行うことをいいます。
８	 人間の体内に元々ある免疫細胞の本来の力を回復させることによってがんを治療する方法をいいます。
９	 がんそのものによる症状やがん治療に伴う副作用、合併症、後遺症等による症状を軽減されるために行われ
る予防、治療及びケアをいいます。
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分野別の個別目標及び県の取組 Ⅳ

個別目標

　がん患者が県内どこに居住していても等しく質の高いがん医療を切れ目なく受ける
ことができるよう、がん診療提供体制の充実を図る。

県の取組
・　栃木県がん診療連携協議会と連携し、医療安全の確保、チーム医療の充実、がん医
療の質の評価等について、それぞれの拠点病院等の実情に応じた取組を支援します。
・　栃木県がん診療連携協議会、栃木県医師会等と連携し、県内におけるがんゲノム医
療、免疫療法等に関する提供体制の在り方について検討を行います。
・　拠点病院等と地域の医療機関等との役割分担及び連携強化を図るため、栃木県がん
診療連携協議会、栃木県医師会等と連携し、それぞれの地域の実情に応じた取組を支
援します。

指　標
　　【モニタリング値】

項　目
現状値

H26年度
（2014年度）

【参考】全国値
H26年度

（2014年度）
納得のいく治療を選択することができたと思
うがん患者の割合 87.2% 84.5%

病院の診療方針が診療所や訪問看護ステー
ションに円滑に引き継がれたと思うがん患者
の割合

81.2% 72.7%

基準：「患者体験調査」等

　　【モニタリング値】

項　目
現状値

H18年（2006年）－
H20年（2008年）診断

【参考】全国値
H18年（2006年）－

H20年（2008年）診断

がんの５年相対生存率
（男女計）

全がん 61.8% 62.1%
胃がん 61.3% 64.6%
大腸がん 69.2% 71.1%
肝がん 30.8% 32.6%
肺がん 29.0% 31.9%
乳がん 89.4% 91.1%
子宮がん 75.5% 76.9%

※　「乳がん」・「子宮がん」は、女性の数値
基準：国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」
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分野別の個別目標及び県の取組Ⅳ

コラ
ム３ 「がん診療連携拠点病院」ってどんなところ？

　「がん診療連携拠点病院」は、厚生労働大臣の指定を受けて、それぞれの地域にお
ける専門的ながん医療の中心的な役割を担っています。
　がん診療連携拠点病院は、県内に７施設ありますが、これらの病院では、専門的な
がん医療の提供に必要な医療従事者及び高度な医療設備を有し、一定以上のがんの診
療実績があるほか、がん患者等の様々な悩みや疑問に対応するための相談窓口（がん
相談支援センター）、がん患者等が抱える身体的又は心理的な痛みやつらさを緩和す
るための専門チーム（緩和ケアチーム）等が置かれ、がん患者等の状況に応じた支援
体制が整えられています。
　このほか、県内では、「地域がん診療病院」及び「栃木県がん診療連携拠点指定病院」
においても、がん診療連携拠点病院に準じて、専門的ながん医療や支援が提供されて
います。

県内のがん診療連携拠点病院等（県ホームページで公開）
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